
様式１
スタートアップHARE-RISEプロジェクト　アクセラレーションプログラム申込書

令和　年　月　日

公益財団法人岡山県産業振興財団
理事長　小林　健二　様
所在地
                                                　　　　　　　　　会社名
                                               　　　　　　　　　 代表者名　　　　　　　　　　
　
下記のとおり、関係書類を添えて申込みます。
記
１　会社概要・事業計画概要 

	会社名
	

	所在地又は
連絡先
	〒
TEL　：　　　　　　　　　　　　　FAX　：　　　　　　　　　　　　　　
（ＵＲＬ：https://www　　　　　　　　　　　　　　　　）

	代表者役職・氏名
	役職 ：　　　　　　　　　　　　　　　氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（メールアドレス：　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　）

	担当者役職・氏名
	役職 ：　　　　　　　　　　　　　　　氏名 ：
（メールアドレス：　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　）

	事業内容
	

	設立年月
	平成・令和　　　年　　　月
	資本金
	千円

	業種
	
	従業員数
	社員　　　　　　名　
ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　 　名　　合計　　　名

	創業（経営）者のプロフィール
	


直近２年間の決算状況（過去２年間の決算）※別途、決算書の提出必須
	
	令和　年　
	令和　年　

	売上高
	千円
	千円

	税引後当期利益額
	千円
	千円

	純資産額
	千円
	千円


２　自社で扱っている製品・商品・サービス等の内容
	①　製品・商品・サービスの内容
②　製品・商品・サービスのニーズ（必要とされる社会的背景）
③　自社の製品・商品・サービスの特徴と類似の製品・商品・サービスとの違い（新規性・独創性、優位性及び弱点）



④　知的所有権(特許権、実用新案権等)の取得・出願状況及び独占販売権や独占製造権の取得状況 など
	権 利 の 種 類
	取得済·出願中
	登録(出願)·取得年月日
	権利の内容(名称·概要·相手企業名等)

	
	
	
	


	①　市場規模（予想される顧客数）、市場の状況（成長市場か成熟市場か）
②　販売ターゲット
③　販売実績・引合い状況・競合状況



３　市場規模と販売ターゲット（市場規模、競合状況）　
４　達成目標（売上等の経済的目標及びビジネスにおける目標）
	①短期的目標（アクセラ期間中の目標）
②長期的目標（将来的に目指したい目標）
③目標達成に向けての課題(現状と目標とのギャップを埋めるためにやるべきこと)



５　岡山県内の企業と連携した新規事業（予定を含む）※岡山県内に拠点がない場合は記入必須
	①　連携する企業（会社名、所在地）
②　事業概要



	１ページ


１　会 社 概 要
　　　御社に関する基礎情報を、提出日現在のデータに基づきご記入下さい。
記入にあたっては、特に次の点にご留意下さい。
・事業内容　御社が現在行っている事業内容を箇条書きで簡潔にご記入下さい。
・業　　 種　業種をご記載下さい。  
・従業員　常用雇用社員とパート・アルバイトの区分を行い、その数をそれぞれ記入してください。
直近2年間の決算状況
　　御社の直近２年間の本決算における「売上高」、「税引後当期利益額」、「純資産額」を記入します。
純資産額とは貸借対照表上の資産の総額から負債の総額を引いたものです。
	２ページ


２　事業コンセプトと商品・サービス等の内容
①　製品・商品・サービスの内容
②　製品・商品・サービスのニーズ（必要とされる社会的背景）
③　製品・商品・サービスの特徴と類似の商品・サービスとの違い（新規性・独創性、優位性、弱点）
御社の製品・商品・サービスについて、どのような機能・内容・特徴を持つのかをわかりやすく説明して下さい。　
また、これまでの（他社の競合する）製品・商品・サービスと比べ、どこがどのように新しいのか、どのように優れて
いるのか等を技術的裏付けなどを踏まえて説明して下さい。
④　知的所有権［特許権、実用新案権等］の取得・出願状況
　   特許・実用新案・意匠登録・商標登録など、知的所有権等の取得状況（出願含む）について、権利の種類、出
願状況、権利の内容等を具体的にご記入下さい。
３　市場規模と販売ターゲット
1 市場規模（予想される顧客数）、市場の状況（成長市場か成熟市場か）
販売を予定している地域・エリア等を示した上で、販売ターゲットとなる顧客数や市場の規模をできるだけ客観
的・具体的な数値を用いて記入して下さい。また、その市場の現状と将来性について、成長性という観点から記
入して下さい。なお成熟市場であっても、事業の組み立て方によっては利益を生むことがありますので販売方法
や事業全体の優位性と関連づけて市場の状況を記入して下さい。
2 販売ターゲット
製品・商品・サービスの販売ターゲットについて、誰がどのように利用するのかという観点からまとめて下さい。
③　競合状況
参入する市場での競合状況だけでなく、競合相手となりうる他市場の異業種他社についても記入して下さい。
	３ページ


４　販売計画・事業展開
① 販売ルート
    計画している製品・商品・サービスの販売ルートについて、具体的に経路毎のシェア構成やマージン率について記
入して下さい。
②　販売価格・価格設定方針
　  計画している製品・商品・サービスの販売価格について、標準販売価格、卸売価格等を具体的に記入して下さい。
また、価格の設定に関する方針や戦略について記入して下さい。具体的には、顧客の値頃感に合った価格で
あるか、競争相手と比べて競争力があるか、設定価格で事業が成立するかなどについて検討して下さい。
③　販売方法・ＰＲ方法
　  潜在顧客に対し、製品・商品・サービスをどのように知らしめてアプローチしていくのかを具体的に記入して下さい。
優れた製品・商品・サービスでも顧客に的確に知ってもらわないと売れません。ターゲットとなる顧客に合った方法で、
効果的な販売ルートやＰＲ方法を構築することが重要なポイントです。
④　事業実施上の問題点・課題
　  事業を実施する上でネックとなると考えている事項やリスクがありましたらありのままに記入して下さい。
　問題点やリスクに関する情報は、事業を成功させるために解決すべき課題を明らかにするために有用です。
⑤　現在の事業進捗状況と今後の展開予定
主で取扱っている事業や製品・商品・サービスの研究開発状況や生産活動、販売活動がそれぞれどのような段階にあるのか記入して下さい。たとえば、研究開発を行っている段階、製品プロトタイプは完成しているのか、テスト販売を行っているのか、すでに販売を行っているのか、等が挙げられます。
また目標とする段階に達するために今度どのくらいの期間・費用を必要としているのか、そのために解決すべ
き課題が何であるのかについて記入するとより具体性が増します。
５　岡山県内の企業と連携した新規事業（予定を含む）
　　 岡山県内に拠点のない企業は記入必須になります。県内に拠点がある場合も、他の県内企業と連携した新規事業があれば記載してください。
2
2

